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（av．） 14－28 10－23 20－24 8－18 10－21
（max．） （21）　24－42 （1　8）　20－30 30－34 17－28（33） 22－29
Number　of　cell
　layers　of　cork
inner O－4 O－3 2－4 1－3 1－3
outer 2－4　（6） 3－6　（7） 4－6 1－3　（4） 2－4　（6）
The　numerals　parenthesized　in　the　second　lines　show’　the　mean　values．　i）　longitudinally　unsplit　root．
2）　longitudinally　split　root．　3’　tangential　diameters　of　parenchyma　cells　in　the　middle　of　secondary　cortex
surrounded　by　the　inner　cork　layers．　4）　numeral　shows　the　ratio　of　the　diameter　of　the　parenchyma　cell
nearby　the　inner　cork　layers　to　the　diameter　of　the　parenchyma　cell　in　the　middle　of　secondary　cortex
surrounded　by　the　inner　cork　layers．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結論および考察
　1．四国産「蒲公英」の基源を明らかにする目的で，四国地方に生育するTaraxacum属植物5種の地下部を比較
組織学的に検討した結果，通常根と縦裂根の観察される割合，根の径，寮内コルク宝輪の径，道管の径，二次皮層の
柔細胞の径および比，乳管の径，最外部のコルク層の細胞層面などに種間差が認められ（TABLE　I），これらの特徴
により商品の80～95％はT．1’aponicumの地下部であることが確証された．
　2．「蒲公英」の産地とされる香川県と徳島県に分布しているTeraxaeum属植物各種の生育量を比較するとT．
掴ρoπ∫c耀が圧倒的に多く，確率的にも「蒲公英」として同植物が採集される可能性が高いといえる．しかし，近年
帰化植物である工q拶。’ηoJεやT．　laevigatum　DC．アカミタソポポの分布域が急速に拡大しつつあり，四国地方も
その例外ではなく，早晩これらの帰化植物が市場品の大半を占めるようになるものと考えられる．帰化種については
次報で述べる．
　3．　T．atbidumは九州，四国，中国地方の低地に広く分布する種で，雑草性が強く，現在東へと分布域を拡大し
つつあると考えられており12），分布域が縮小しつつある他の在来種とはやや異なった立場にある．本研究により，内
部形態的にもT．albidumの地下部は道管や二次皮層の柔細胞が特に大型で他の在来種とは異なる傾向にあることが
明らかになった．
　4．本研究では連合乳管の観察にあたり，酵素による解離を行った．酵素による解離は酸あるいはアルカリによる
方法に比して細胞の変形，脱色が少なく，比較的自然な状態で観察できる．本法は柔細胞をはじめとする変形しやす
い細胞の解離に適しているといえるが，材料により解離できないものもある．
　謝　辞：比較植物の蒐集にご協力くだされた熊本工業大学浜田善利博士，長崎大学教育学部陣野信孝氏，四国地
方におけるTaraxacum属植物の分布についてご教示賜った香川植物の会和気俊郎氏に深謝する。
　Abbreviations：　c：　cambium，　cpr：　primary　cortex，　ese：　secondary　cortex，　en：　endodermis，　i：　intercellular
space，　in：inu血1，　kl：cork　layer，　Iv：articuIate　latex　tube，　m＝pith，　F：parenchyma㏄11，　ph：phloem，　s：
sieve　tube，　y：　vessel，　vbex：　cortical　vascular　bundle，　vc：　scalariform　vessel，　wp：　wood　parenchyma，　xp：
protoxylem，　xy：　xylem．
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